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 本稿は，筆者の 5 か年科研費プロジェクト「カナダの大学院における教育専門職向け学位プログラム
の教育効果に関する調査研究」2 年目の調査対象であるトロント大学オンタリオ教育研究所（Ontario 
Institute for Studies in Education of the University of Toronto: OISE/UT）の運営・研究組織や学位プログラム
の概要について検討した拙稿『トロント大学オンタリオ教育研究所（Ontario Institute for Studies in 
Education of the University of Toronto）における研究科と学位プログラム』（平田，2020a）に続くものであ
り，当該拙稿の内容を踏まえたうえで，OISE の 1 つの研究科である「リーダーシップ・高等・成人教育
研究科（Department of Leadership, Higher and Adult Education: LHAE）」内の一専門領域である「教育リー
ダーシップと政策（Educational Leadership and Policy: ELP）」における M.Ed.及び Ed.D.プログラムの制度
設計と諸特徴について検討することを目的とする。当該領域は，日本で言うところの教育行政学と学校
経営学を併せたような内容を対象とするものである。OISE にはその他にも，応用心理人間発達学研究
科（Department of Applied Psychology & Human Development: APHD），カリキュラム・ティーチング・ラ
ーニング研究科（Department of Curriculum, Teaching and Learning: CTL），社会正義教育研究科（Department 
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1. LHAE 研究科及び ELP プログラム概要 
 LHAE 研究科は，「成人教育・コミュニティ開発プログラム（Adult Education and Community Development 
Program）」，「教育リーダーシップと政策プログラム（ELP）」，「高等教育プログラム（Higher Education 
Program）」の 3 つのプログラムから構成されている。また，「教育政策（Educational Policy）」，「比較国際
開発教育（Comparative, International and Developmental Education）」，「職場学習と社会変容（Workplace 











シップ，変容，社会的多様性といった 4 つのテーマのうちの 1 つに焦点を絞ることとなっている2。 








2. ELP 授業概要と研究領域ごとの推奨科目 
（1） ELP の授業概要 





表 1 ELP の授業概要 
LHA1003H リサーチ・プロポーザルをデザインする（修士）（Designing Masters Research Proposals） 
教育行政学における調査の実施を含む戦略や技術，課題について考察する演習である。本演習において受講者は，教
育行政学における調査課題を明確にし，関連する先行研究をレビューし，リサーチ・プロポーザルを執筆し，調査を実
施し，報告書を書く準備をする。本演習受講中に，受講者は MRP のためのプロポーザルを準備することになる。 
                                                        
1 https://www.oise.utoronto.ca/lhae/About.html（2019 年 7 月 7 日採取）。 
2 https://www.oise.utoronto.ca/lhae/Educational Leadership and Policy/index.html（2019 年 7 月 7 日採取）。 
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注意：この授業は，オプション 2（MRP）の M.A.及び M.Ed.の学生は必修である。パートタイム学生はこの授業をプロ
グラムの終盤に履修することが望ましい。フルタイム学生は初年度に受講することが望ましい。 
担当：J. ガスケル（J. Gaskell），スタッフ 
LHA1004H 教育リーダーシップと政策におけるリサーチ・リテラシ ［ー調査方法論］（Research Literacy in Educational 








担当：C. キャンベル（C. Campbell），A.K. クミエレウスキ（A.K. Chmielewski），スタッフ 









担当者：S. アンダーソン（S. Anderson） 






担当者：J. ライアン（J. Ryan） 







担当者：J. ポーテリ（J. Portelli） 
LHA1020H 教員と教育的変容（Teachers and Educational Change） 







担当者：N. バッシア（N. Bascia） 
LHA1024H 批判的会話：哲学，教育リーダーシップ，教育政策研究（Critical Conversations: Philosophy, Educational 






J. ポーテリ（J. Portelli） 
LHA1025H 効果のある学校と学校改善（School Effectiveness and School Improvement） 
本授業は，学校風土や物理的特徴，教授パターン，組織のタイプ，時間の活用といった効果のある学校に貢献する要因
について考察する。また，多元主義的民主主義の文脈や教育組織を改善するための全体品質管理（ total quality 
management: TQM）の活用における学校改善の可能性についても検討する。 
担当者：スタッフ 
LHA1026H 教育における専門職員の評価（Evaluation of Professional Personnel in Education） 
学校制度における教員や管理職の業績評価を取り巻く課題について考察する。その際，次のような事項を扱う。即ち，








担当者：M.A. ズッカー（M.A. Zucker） 








担当者：S. デイビース（S. Davies） 
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LHA1040H 「教育リーダーシップと政策」入門－政策，リーダーシップ，変容と多様性－」（Introduction to Educational 









グラムにおける最初の受講科目の 1 つとすることが強く望まれる。 
担当者：C. キャンベル（C. Campbell），S. デイビース（S. Davies），スタッフ 
LHA1041H 教育リーダーシップと政策２－学校教育の社会的政策的文脈－（Educational Leadership and Policy II: 









における最初の受講科目の 1 つとすることが強く望まれる。どのような順番でこれら 2 つの授業を履修するかは，受
講者次第である。受講者は別々に受講することも，同時に受講することもできる。 
担当者：J. フレッサ（J. Flessa），A. ロペス（A. Lopez），R. ジョシ―（R. Joshee），スタッフ 






担当者：J. ライアン（J. Ryan） 





担当者：S. アンダーソン（S. Anderson） 
LHA1048H 教育リーダーシップと学校改善（Educational Leadership and School Improvement） 







LHA1050H 変容・リーダーシップ・政策・社会的多様性におけるテーマと課題（Themes and Issues in Change, 
Leadership, Policy, and Social Diversity） 






担当者：J. ポーテリ（J. Portelli） 
LHA1052H 教育リーダーシップと政策における個人講読調査―修士レベル－（Individual Reading and Research in 




LHA1060H 学校リーダーシップ演習 1（School Leadership Seminar 1） 






注意：OISE で提供される管理職資格プログラム（Principal’s Qualification Program: PQP）[1]パート 1 の受講者限定 
担当者：C. キャンベル（C. Campbell） 
LHA1061H 学校リーダーシップ演習 2（School Leadership Seminar 2） 






注意：OISE で提供される PQP パート 2 受講者限定 
担当者：ELP プログラム・コーディネーター 
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担当者：A. K. クミエレウスキ（A. K. Chmielewski） 
LHA1066H ジェンダー及び教育政策と実践に関する比較国際的視点（Comparative and International Perspectives on 













LHA3003H 教育リーダーシップと政策におけるリサーチ・プロポーザルをデザインする（Designing Research Proposals 









担当者：J. フレッサ（J. Flessa） 
LHA3004H ED.D.プログラムのためのリサーチ・リテラシー（Research Literacy for the EdD Program） 














LHA3006H Ed.D.学生のためのデータ分析［調査方法論］（Data Analysis for the Education Doctorate [RM]） 













LHA3022H 学校文化の調査－学校の日常の検討－（The Investigation of School Culture: An Examination of the Daily 




担当者：J. ライアン（J. Ryan） 
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担当者：M. ズッカー（M. Zucker） 




LHA3040H 行政理論と教育問題Ⅰ－組織における人と権力－（Administrative Theory and Educational Problems I: 





担当者：J. フレッサ（J. Flessa） 
LHA3041H 行政理論と教育問題Ⅱ－教育における政策問題に関する博士課程演習（Administrative Theory and 






担当者：R. ジョシ―（R. Joshee），スタッフ 
LHA3042H 教育リーダーシップと政策におけるフィールド・リサーチ［調査方法論］（Field Research in Educational 





担当者：J. ライアン（J. Ryan） 
LHA3043H 教育リーダーシップと政策におけるサーベイ調査［調査方法論］（Survey Research in Educational 




担当者：R. チャイルズ（R. Childs），スタッフ 
LHA3044H 教育リーダーシップと政策におけるインターンシップ／実習（ Internship/Practicum in Educational 
Leadership and Policy） 











担当者：C. キャンベル（C. Campbell） 
JOI3048H 教育調査における中間統計－重回帰分析－［調査方法論］（Intermediate Statistics in Educational Research: 








担当者：A. K. クミエレウスキ（A. K. Chmielewski） 
LHA3052H 教育リーダーシップと政策における個人講読調査－博士課程レベル－（Individual Reading and Research 
in Educational Leadership and Policy: Doctoral Level） 
授業概要は，1052H と同様。 
担当者：スタッフ 





担当者：J. ポーテリ（J. Portelli） 
LHA5000H 教育リーダーシップと政策における特別課題研究－修士課程レベル－（Special Topics in Educational 
Leadership and Policy: Master's Level） 
本授業においては，当該年度の授業リストでカバーされていない教育行政学における特定のトピックや領域における
研究を行うことができる。トピックは冬学期及びサマーセッションの時間割において毎年 4 月に通知される。 
担当者：スタッフ 
LHA6000H 教育リーダーシップと政策における特別課題研究－博士課程レベル－（Special Topics in Educational 
Leadership and Policy: Doctoral Level） 
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本授業においては，当該年度の授業リストでカバーされていない教育行政学における特定のトピックや領域における
研究を行うことができる。トピックは冬学期及びサマーセッションの時間割において毎年 4 月に通知される。 
担当者：J. フレッサ（J. Flessa），J. ガスケル（J. Gaskell），スタッフ 







注意：LHA3045H あるいは TPS3045H をすでに修得している学生は，受講できない。 
担当者：N. バッシア（N. Bascia） 








注意：LHA3145H あるいは TPS3145H をすでに修得している学生は，受講できない。 
担当者：N. バッシア（N. Bascia） 
ELP プログラムにおいて単位取得可能なその他の授業 








担当者：D.W. ラング（D. W. Lang），スタッフ 
授業番号冒頭のアルファベット 3 文字は「Leadership, Higher and Adult」という研究科名を指し，最後の「H」は「Half Course（ハ
ーフコース）」を指す。またこの一覧にはないが，研究科によっては授業番号の最後に「Y」とされている場合がある。これは
「Year」のことを示しており，「フルコース」であることを意味している。また最後の「LHA2006H」の注意書きにある「TPS」とは，
2012 年に OISE が改組される前にあった LHAE の前身である「Theory and Policy Studies」を指す。 
出典：（OISE, 2019, pp. 94－99）の記述をもとに，筆者作成。 
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表 2 研究領域ごとの推奨授業科目 
Policy 
LHA1018H Political Skill in the Education Arena 
LHA1024H Critical Conversations: Philosophy, Educational Leadership and Educational Policy Studies 
LHA1030H The Legal Context of Education 
LHA1035H Sociology of Education 
LHA1045H Language Policy Across the Curriculum 
LHA1065H Educational Equity and Excellence in International Comparison 
LHA2006H Educational Finance and the Economics 
LHA3030H Advanced Legal Issues in Education 
LHA3045H Educational Policy and Program Evaluation 
JOI3048H Intermediate Statistics in Educational Research: Multiple Regression Analysis [RM] 
Leadership 
LHA1012H Organizational Culture and Decision-Making 
LHA1016H School Program Development and Implementation 
LHA1026H Evaluation of Professional Personnel in Education 
LHA1042H Educational Leadership and Diversity 
LHA1047H Managing Changes in Classroom Practice 
LHA1048H Educational Leadership and School Improvement 
LHA3025H Personal and Professional Values of Educational Leadership 
LHA3047H Research Seminar on Leadership and Educational Change 
Change 
LHA1020H Teachers and Educational Change 
LHA1025H School Effectiveness and School Improvement 
LHA1035H Sociology of Education 
LHA1047H Managing Changes in Classroom Practice 
LHA1048H Educational Leadership and School Improvement 
Social Diversity 
LHA1019H Diversity and the Ethics of Educational Administration 
LHA1042H Educational Leadership and Diversity 
LHA1065H Educational Equity and Excellence in International Comparison 
LHA3055H Democratic Values, Student Engagement and Democratic Leadership 
出典：（OISE, 2019, pp.83-84）をもとに，筆者作成。 
 
3. 学位プログラムの概要 
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（1） M.Ed.プログラム 









後教育機関発行の成績証明書，履歴書，推薦状 2 通（1 通は申請者が実務を行った機関の教育専門家執
筆のものであり，もう 1 通は申請者の学術的能力を証明できる者が執筆したもの）となっている4（OISE, 
2019）。 
 プログラムを修了するまでのオプション（program options，単位の修得方法）としては，「オプション
Ⅱ：コースワーク＋メジャー・リサーチ・ペーパー（Option Ⅱ: Major Research Paper: MRP）」と「オプ




① 次の 2 つの授業の修得 
◯ LHA1003H 「リサーチ・プロポーザルをデザインする（修士）」パートタイム学生はこの授業
をプログラムの終盤に，フルタイム学生は 1 年時に，それぞれ履修することが望ましい。 
◯ LHA1040H 「教育リーダーシップと政策入門－政策，リーダーシップ，教育変容と多様性－」 
② その他の 3 フルコース（6 ハーフコース）授業の修得。そのうち 1.5 フルコース（3 ハーフコース）
は ELP の授業でなければならない。学生は上述の 4 つの研究領域（政策，リーダーシップ，変容，
社会的多様性）から焦点を 1 つ選ぶことができる。「LHA 1004H 教育リーダーシップと政策におけ
るリサーチ・リテラシー」を履修することが強く推奨される。 
③ MRP の執筆 
担当教員の指導の下，「LHA 2001Y メジャー・リサーチ・ペーパー（Major Research Paper）」6にお
いて実施される。 
 
 オプションⅣ（コースワーク・オンリー・オプション）においては，同様に 5 フルコース（10 ハーフ
コース）を修得する必要があるが，次のようなオプションⅡとの違いがある。 
                                                        
3 https://sgs.calendar.utoronto.ca/general-regulations（2019 年 6 月 27 日採取）。 
4 https://www.oise.utoronto.ca/lhae/Educational Leadership and Policy/MEd in Educational Leadership and Policy.
html（2019 年 7 月 7 日採取）。 
5 トロント大学では，1 ハーフコースの授業は 12 回の授業から構成され，時間は 1 回につき 3 時間となって
おり，それを 1 学期（秋学期：9－12 月，冬学期：1－4 月，サマーセッション前期：5－6 月，サマーセッシ
ョン後期：7－8 月）で完結させることが多い。 
6 これはコースワークではないため，表 1 作成時に参照した文献には概要説明がなかったが，内容は MRP 執
筆のための指導であり，MRP を履修する場合には冒頭のコードナンバーにより履修申請をすることになって
おり，それによって修了に向けて MRP 作成を行っていることの公的証明となっている。 
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② その他の 4 フルコース（8 ハーフコース）授業の修得。そのうち 2 フルコース（4 ハーフコース）授
業は ELP の授業でなければならない。学生は上述の 4 つの研究領域（政策，リーダーシップ，変






は正規ストリームと同様であるが，上述の必修科目を含む 3 フルコース（6 ハーフコース）はオンライ















成までの負担は大体コースワーク・オプションにおける 1 学期間 2 授業コースを修了するのと同じくら
いとされており，故に通常はコースワーク・オプションよりも長期間を要する。場合によっては年度を
跨ぐ場合もあり，その場合は授業料も追加的に支払う必要が出てくる8。 
 ELP の M.Ed.プログラムには，通常のプログラム以外に上述したオンライン・ストリームもあるが，
それ以外にも特に受講者をハミルトン－ウェントワース教育区教育委員会（Hamilton-Wentworth District 
School Board）管轄下にある教員に限定したプログラムもある。これはコースワーク・オプション限定で
あり，修了までに求められるコース数は 10 ハーフコースと正規ストリームと同様であるが，10 ハーフ
コースのうち 6 ハーフコースについては当該教育委員会内で，残りの 4 ハーフコースについては OISE
                                                        
7https://www.oise.utoronto.ca/lhae/Educational Leadership and Policy/MEd in Educational Leadership and Policy.
html（2019 年 7 月 7 日採取）。 
8 https://www.oise.utoronto.ca/lhae/Educational Leadership and Policy/MEd in Educational Leadership and Policy.
html（2019 年 7 月 8 日採取）。 









いての志望理由書，在籍したすべての中等後教育機関発行の成績証明書，履歴書，推薦状 2 通（1 通は
申請者が実務を行った機関の教育専門家執筆のものであり，もう 1 通は申請者の学術的能力を証明でき
る者が執筆したもの）となっている。就学形態はフルタイムでもパートタイムでも可能であるが，修了






プ，変容と多様性－」の 3 ハーフコース（1.5 フルコース）は必修となっている。これら以外に 2 フルコ
ース（4 ハーフコース）分の授業は ELP 領域から履修することになっており，また「LHA1041H 教育リ
ーダーシップと政策２－学校教育の社会的政策的文脈－」は履修することが強く推奨されている。つま
りこの時点で要件となっている 8 ハーフコース（4 フルコース）のうち 7 ハーフコース（3.5 フルコー















                                                        
9 https://www.oise.utoronto.ca/lhae/Educational Leadership and Policy/MEd 2019 HWSDB Cohort html（2019 年
7 月 8 日採取）。 
10 https://www.oise.utoronto.ca/lhae/Educational Leadership and Policy/MA in Educational Leadership and Policy.h
tml（2019 年 7 月 8 日採取）。 
11 https://www.oise.utoronto.ca/lhae/Educational Leadership and Policy/MA in Educational Leadership and Policy.h
tml（2019 年 7 月 9 日採取）。 














している推薦状を少なくとも 1 通提出することが求められる。 
⑤ 申請者が在籍していた教育研究機関の教授からの，申請者の学術的達成に関して記述している推薦
状を 1 通提出しなければならない。 
⑥ 履歴書 








ーザル開発コース」である。上記で 7 ハーフコース（3.5 フルコース）を満たしたことになるが，残りの







に，LHEA の前身（2012 年の組織改編前）である TPS（Department of Theory and Policy Studies in Education）
での筆者の Ph.D.プログラムでの経験を述べると，次のようになる。 
筆者は OISE の TPS に入学後，秋冬の 2 学期及びサマーセッション半期を使って必要なコースワーク
すべてを修得した。その後約 1 年をかけて研究計画書を作成し，指導教員（thesis supervisor）の承認を
                                                        
12 https://www.oise.utoronto.ca/lhae/Educational Leadership and Policy/EdD 2019 Cohort.html（2019 年 7 月 9 日
採取）。 
13 https://www.oise.utoronto.ca/lhae/Educational Leadership and Policy/EdD 2019 Cohort.html（2019 年 7 月 9 日
採取）。 
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受けて研究計画書の口頭試問を行った。研究計画書の作成に際しては，指導教員を含めた「学位論文助
言委員会（Thesis Advisory Committee）」14が組織された。委員には TPS の教員 2 名と，筆者の博士論文
のテーマであった「学校運営への生徒参加」に詳しいと思われる CTL の教員 1 名の計 3 名に依頼した。
そして研究計画書執筆の段階から助言委員会委員からの助言を受け，委員との協働作業を通して研究計




った（筆者の時は 4－5 名の学生が参加していた）。口頭試問ではまず，筆者が約 30 分間の研究計画書
概要説明を行い，発表内容に基づいて約 1 時間の質疑応答があった。質問は，指導教員及び助言委員会
委員，外部審査委員以外の参加者もできる。研究計画書口頭試問が終わると，その直後に同じ場所で筆














ロント大学以外の大学からの外部審査委員 1 名が招聘され，またトロント大学内 OISE 外から司会とし



























き 8 ハーフコースは次のように，内容的にも時期的にも体系的に提供される。まず初めの 2 年間につい
ては，７－8 月のサマーセッション後期の 6 週間を使って 2 コースを，続く秋学期・冬学期にそれぞれ
1 コースずつをそれぞれ修得し，これを 2 年間行うことで 8 ハーフコースを修了したことになる。そし
て 3 年目のはじめに理解度テストと研究計画書口頭試問を行い，残りの期間を学位論文執筆に充てる，
論文完成後，ディフェンスを迎えるというスケジュールである。修了までには，大体 3－4 年かかると





表 3 Ed.D.における授業コース履修例 
学期 授業科目 
2019 Jul-Aug 
LHA0340H: People and Power in Organizations; and 
LHA3004H: Research Literacy  
2019 Fall LHA3005H: Introduction to Research Methods 
2020 Winter   LHA3006H: Research Methods II, or alternative 
2020 May-Jun  Elective course* 
2020 Jul-Aug 
LHA3041H: Doctoral Seminar on Policy Issues in Education 
LHA3007H: Literature Review Course  
2020 Fall Elective course* 
2021 Winter LHA3003H: Research Proposal Development course   
2021 Summer Elective course* 
* 残り 0.5 フルコース（1 ハーフコース）を満たすには，これら 3 授業科目から 1 つ選択すればよいことになる。 
出典：https://www.oise.utoronto.ca/lhae/Educational Leadership and Policy/EdD 2019 Cohort.html（2019 年 7
月 9 日採取）の記載内容をもとに，筆者作成。 
 
（4） Ph.D.プログラム 
 Ph.D.プログラムの入学要件はほぼ Ed.D.と同様であるが，求められる修士課程での成績が Ed.D.では
                                                        
15 https://www.oise.utoronto.ca/lhae/Educational Leadership and Policy/EdD 2019 Cohort.html（2019 年 7 月 9 日
採取）。 














頭試問，学位論文であるが，Ed.D.では要求されるコースワークが 4 フルコース（8 ハーフコース）であ





り，その他に 2 つの調査方法に関するコースを修得することが求められる。但し，LHA 1003H と LHA 
1004H は修士課程の学生対象であるため，Ph.D.修了のための単位としてはカウントされない。残り 1.5
フルコース（3 ハーフコース）のうち少なくとも 0.5 フルコース（1 ハーフコース）は ELP プログラム
の授業科目番号 3000 あるいは 6000 レベルのスペシャルトピックから選択しなければならない16。 
 
4. 考察－M.Ed.・Ed.D.と M.A.・Ph.D.間の類似点と相違点に焦点を当てて－ 















また，応募書類として双方ともに推薦状を，研究者から 1 通，実践家から 1 通，計 2 通提出することが
                                                        
16 https://www.oise.utoronto.ca/lhae/Educational Leadership and Policy/PhD in Educational Leadership and Policy.
html（2019 年 7 月 9 日採取）。 





























位種別に M.Ed.の MRP オプション全 3 コース中 1・1（必修ではないが推奨されるコースが研究方法で
＋1），コース・オプション全 2 コース中 1・1，M.A.全 4 コース中 2・2（必修ではないが推奨されるコ
ースが研究内容で＋1），Ed.D.全 7 コース中 5・2，Ph.D.全 3 コース中 2・1 であり，全ての学位種におい
て研究方法に関する授業コースの方が，研究内容に関するものよりも多く必修として設定されている。
M.Ed.のコース・オプションでは実際にデータ収集する必要はないが，先行研究を分析する際に必要と
















バイザーと協議することになっている。（OISE, 2019, p. 12） 
 
表 4 学位別必修授業コース一覧 






























LHA3006H 調査方法Ⅱ   
LHA3007H 先行研究のレビュー・コース   
LHA3003H リサーチ・プロポーザル開発コース   
Ph.D. 
調査方法関連コース（コース名の特定はなし） LHA3040H 行政理論と教育問題Ⅰ 
調査方法関連コース（コース名の特定はなし）   
出典：（OISE, 2019）及び ELP ウェブサイト




ログラムにおける必修授業数は，M.Ed.の MRP オプションで 4 フルコース，コース・オプションで 5 フ






























院の M.Ed.プログラムにはコース・パスウェイとリサーチ・パスウェイがあり，後者はまた MRP オプシ














                                                        
17 担当者には 2019 年 7 月 2 日に E メールで質問し，翌 3 日に回答を受け取った。担当者の氏名はプライバ
シー保護のため，ここでは特定しない。 















Council of Ontario: QECO）」が定める給与基準によると，最高レベルである「カテゴリーA4」に分類され
るための要件としての 18 の選択肢のうち 2 つにおいて「博士号（doctoral degree）」が言及されるに留ま
っている。それも「修士あるいは博士の学位（master or doctoral degree）」であって，必ず博士号でなけ
ればならないというわけではない。また「オンタリオ州中等学校教員組合（Ontario Secondary School 
Teachers’ Federation: OSSTF）」策定の給与表においては，これも最高レベルを意味する「グループ A4」
に分類されるための選択肢の中に「修士」とともに「Ph.D.」という特定の博士学位名は出てくるが，よ
り一般的な「博士号」あるいはもう一方の特定の博士学位名である「Ed.D.」という表現は出てこない（平
田，2020b）。また後者の管理職となる資格要件としては，「1996 年オンタリオ州教員協会法（the Ontario 
College of Teachers Act, 1996, S.O. 1996, CHAPTER 12）」に基づいて制定されている「オンタリオ州規則
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